











況にあったとされる。栄新江によれば、 安禄山に対する嫌悪から 「胡化」すなわち西方を主とす 外来文化への嗜好に反発が起こり、それがソグド人に対する排斥へと発展、唐朝治下に在 ソグド人は自ら改姓したり出身を隠蔽したりするなど、自己防衛を余儀なくされたという
6。
森部・栄の両見解より、ソグド系の人々によって主導・牽引される


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た華父督から友好のしるしとして大鼎を贈られると、それを大廟に置いて誇示し 。臧孫達は礼に違う行為であると桓公を諌めたが聞き入れられなかった。それ 聞いた周の内史は、 「臧孫達はきっと魯で子孫が続くであろう。礼に背いた君主を徳によって諌めること 忘れないから」と讃え （ 『春秋左氏伝』桓公二年の伝） 。






武帝に仕え対匈奴戦で活躍した。霍去病が匈奴征討のために率いた兵は常に選抜された精兵であり、そのため敢えて 領内に深く侵攻した。霍去病は常にその中の精鋭騎兵と共に大軍の先頭に立ったが、天助を得て困窮することはなかったという（ 『史記』巻一一一、衛将軍驃騎列伝［二九三一頁］ ） 。
⑥前漢の李広の故事。匈奴は李広が右北平の太守となると、彼を「漢の






























る。そもそも邴意茲が計略を決行すると、斉侯は彼にだけ車に乗ることを許し、婁敬が謀を献ずると、漢の高祖は彼にだけ自らの姓を賜った。公がいま帝室と同じ隴西の人となったのも彼らと同じ理由による。曾祖父の譲、祖父の信、父の遵はいずれも原州都督に任じられた。みな徳を蓄え仁を身に付け 義をたっとび信に厚かった。倦むことなく賢人を招聘すれば、時の人に重んじられ、厭くこ く善行を好めば 恩恵が子孫へ及ぶというが 誠 その おりである。
公は七徳を家風より受けつぎ、六芸を生まれながらにして身に付けて




























で正三品。十二 管轄下の折衝府より番上する府兵を統率し、皇帝の警護に当たった。 「守」とは 階の低い者がより高位 官職を代行すること（当時の墓主の品階は 三 ） 。14「冠軍」
　
冠軍大将軍。正三品の武散官。ここでは、安慶緒包囲戦に














で、 生年は六九七年（万歳通天二年、 九月以降神功元年）と逆算される。注目すべきは「本の姓は安」とあることで、福島恵が示したソグド人判定基準に依れば、安姓はソグド人で 可能性が極めて高い
9。また、曽








 安史の乱 後、唐軍による長安・洛陽奪回戦に従軍し、その功績で雲麾将軍・守左金吾衛大将軍に任じられたこと。誌文の「相国戈に杖りて先に征し…故に二京静謐 して、万里清夷たるを得
征されると、公も矛を手にとり賊を討ち破る手柄を挙げた。そのお陰で長安・洛陽は静謐を取り戻し、万里にわたって平らかに治まった。その大いなる功績をもって、公に雲麾将軍・守左金吾衛大将軍の官を加えた。ところが、凶悪な首魁は誅殺されたが、その一味は依然滅びず、再び残党を糾合し、鄴城を保持した。公はこの事態に激しく怒り、奮闘して命さえも顧みず、その様 敝無存が勇ま く戦いを求めたことに等しく、狼
が怒って従軍を望んだかのようであった。乾元元年（七五八）
十月二十三日、享年六十二 万にもおよぶ賊の首を斬りながら、力尽きて亡くなった。ああ、冠軍大将軍は自らやって来て の死を悼むとともにその忠節を褒め称え、 聖主（粛宗）は公をいとおしんで官爵を追贈し、故人と遺族を慰めた。その上で朝政を一日取り止めたのは、古今稀 ことである。乾元二年（七五九）四月二十五日に高 原に改葬したの礼に適ったことである。
嗣子の良俊は左驍衛将軍である。厚い忠義心をよく表し、令名は早く
から知られていた。弥庸 ごとき報怨の念をいだき、灌夫 ごとく復讐を誓った。まこ に忠孝を尽くす一門に相応しく、父祖伝来の家業 受け継ぐ者である。次子の良佐は、京兆崇仁府の折衝都尉等の官職にある。恭しく教えの旨を承け、街中で悲しみ 露わにした。公がどうして荀偃のように眼を開いたまま亡くなる あろうか 臧孫達のように く子孫が続くことがわ っていたのだから こで銘 作って次言う、 「賢と勇とを称され軍の威容を盛ん し、強き将軍となって先鋒を担った。電撃 ご き速攻を得意として声は鐘のごと 、強敵を破って悪者どもを挫いた。名声 落とすことがな よう忠節を表し 石に刻んで盛んないさおしを顕彰しよう」 。
安史の乱における唐陣営下のソグド武人  ─ 「唐・李志忠墓誌」を手がかりに
41
如何に考えられるであろうか。李志忠が唐軍に従軍した契機としてまず注目されるのは、次の『旧唐書』巻十、粛宗紀、天宝十五年（七五六）六月条［二四一頁］に見える募兵である。
庚子、至烏氏驛、彭原太守李遵謁見、率兵士奉迎、仍進衣服糧糗。上至彭原 又募得甲士四百、率私馬以助軍。庚子、 （李亨） 駅に至るや、彭原太守李遵謁見し、兵士を率いて奉迎し 仍りて衣服・糧糗を進む。上彭原に至り、又募りて甲士四百を得、私馬を率いて以て軍を助けしむ。
この月、潼関で安禄山軍と対峙していた哥舒翰が敗北すると唐朝は恐慌を来し、玄宗は倉卒に長安を脱出して四川へ逃れた。一方、皇太子 亨（のちの粛宗）は玄宗と別行動を取り、朔方軍を頼って霊武へと向かった。その途上、彭原に立ち寄って兵士を募ったところ、四百名を得たいう。
彭原は李志忠の本貫であり、彼がこの時、召募に応じて粛宗に随行し























これによれば、天宝年間（七四一─五六）以後、辺境の節度使とりわけ安禄山と哥舒翰の管下において果毅都尉や別将の官が濫授されたという。節度使による軍府官の授官について、張国剛は次のように説く。総管制（行軍制）が節度使制に成り変わった際 兵馬使や都虞候など、臨戦時における 職であったものが常設の官職と化した。しかし それらは使職の形式をとったため、官位 高下を表示する必要から府兵制軍将の称号を帯びさせた、と
16。つまり、元来は節度使配下の律令制上の地位
を示すための寄禄官としての授官であったのが、やがて節度使が配下将士の歓心を買うための手段 化し、濫授に至ったのである。軍府は俸禄の供給源を示すに過ぎず、軍府官を授けられ 者と軍府と 間にもはや統属関係は存在しなかった。
さて、李志忠が明威府の別将に任ぜられた経緯は墓誌に記されない




軍府官を授ける事例が多く見られる。これに関して、 『通典』巻一四八、兵一、兵序に次のようにある［三七八〇─八一頁］ （カッコ内は原注） 。










元の末已に一千万貫に至り、天宝の末更に四、五百万 加う。兵部格を按ずるに、敵を破るの戦功各々差等有り、其の官を授くるは千に纔かに一、二。天宝以後、辺帥寵を怙み、便ち官を署さんこと請い、易州遂城府、坊洲安台府の別将・果毅 類、一制毎 則ち同
とも
に授くること千余人、其の余は知 べ 。行間に在ると も 僅か
安史の乱における唐陣営下のソグド武人  ─ 「唐・李志忠墓誌」を手がかりに
43
将軍の職掌をもって統率しうる兵士は存在しなかったと見られる。 『唐大詔令集』巻一〇一、政事・官制下「置上将軍及増諸衛祿秩詔」 ［五一四頁］には次のようにある。
左右金吾及十六衞等將軍、故事皆擇勲賢、出鎮方隅、入居侍衞。其左右金吾等衞、自天寳艱難以後、雖衞兵廢闕而品秩本髙。此誠文武勲臣出入遷轉之地 宜増祿秩以示優崇。左右金吾及び十六衛等の将軍、故事皆勲賢を択び、出でては方隅に鎮し、入りては侍衛に居る。其れ左右金吾等の衛、天宝の艱難自り以後、衛兵廃闕すと雖も品秩本より高し。此れ誠に文武 臣 入遷転の地なれば、宜しく秩禄を増して以て優崇を示すべし。
安史の乱以後、左右金吾衛を含む十六衛の将軍職がいずれも配下兵士を欠き、武散官と化していったことが記される
21。そればかりか、安史の乱
においては十二衛の大将軍職までもが唐朝によって濫授されたと見られるのである。 『資治通鑑』巻二一九、至徳二年（七五七）四月条［七〇二三─二四頁］に次 ようにある（カッコ内は胡三省の注） 。


















この権秀は祖父・父ともに官歴が記されず、本人も安史の乱が発生するまで無位無官であった。それが霊武に逃れた粛宗の下に馳せ散じた功により、いきなり雲麾将軍・守左金吾衛大将軍に起家したという。これが実体を伴わない授官であった証拠に、権秀の実際の職務は羽林軍としての宿衛であった。李志忠 安史の乱前 軍府別将を帯びており、また長安・洛陽奪回戦にも従軍しているので権秀とは一線を画するが 彼が二都奪回後に授けられた雲麾将軍と守左金吾衛大将軍までもが、当時濫授されていたことは明 かである。
以上に見たように、李志忠は安史の乱で唐軍に従軍したとはいえ、そ
の官歴は官職濫授の実情を示すのみで何ら注目すべき点がない。これは誌石 規模にも反映されている。石見清裕によれば、墓誌石の規模は玄宗期になると、おおむね一辺が一尺半（約四五㎝） 、二尺（約六〇㎝） 、二尺半（約七五㎝）という三等級に分けられ と う
23。本墓誌は一辺四









将士への褒賞に用いる貨財の不足に苦しんだ唐朝は、官爵をもってそれを補ったため、あらゆる官爵が濫授される事態となり、授 対象は兵士や奴僕にまで及んだという。その濫授された官爵に各種の大将軍までもが含まれていたのである。実際、李志忠とほぼ同じ時期に彼同様に雲麾将軍・守左金吾衛大将軍を授けられた事例が存在す 。 「唐・権秀墓誌」に次のようにある
22。





り、克く忠義を抱え、命を邦国に致す。君 始め鉤陳環衛の に従い、羽林射声の倫 超ゆ。粛宗中興の年に当たり、君に元扈の勲り。国に殊命有り 爵も亦超特す 起家して雲麾将軍・守左金吾衛大将軍、上柱国、左羽林軍上下に拝せらる

















載豆盧詵撰「宗羲仲神道碑」 ［四八八二頁］に、 「遂從安思順破魚海敗五城、授上柱國。又從哥舒翰破吐蕃收九曲（遂 安思順に従い魚海を破りて五 を敗り、上柱国を授けら 。又た哥舒翰に従い吐蕃を破りて九曲
三、唐陣営下のソグド武人
従来、安史の乱におけるソグド人への国姓賜与として注目されてきた
のが、李抱玉の事例である。李抱玉は本の姓名を安重璋といい、北朝から唐前半期にかけて中国在住ソグド人として最も有力な家系であった「武威安氏」に属する。彼は安史軍との戦いに功績を挙げて節度使に任じられ、安史の乱平定後には同中書門下平章事を兼ね宰相の地位にまで至った。 『旧 書』 巻一三二、 李抱玉伝 ［三六四六頁］ に次のように る。
抱玉上言、 「臣貫屬涼州、本姓安氏。以祿山構禍、恥與同姓、去至德二年五月、蒙恩賜姓李氏。今請割貫屬京兆府長安縣。 」許之、因是舉宗並賜國姓。抱玉上言すらく、 「臣、貫は涼州に属し、本姓は安氏たり。禄山禍を構え、与に姓を同じくするを恥づるを以て 去る至徳二年五月、恩を蒙りて姓李氏を る。今 貫を割き京兆府長安県に属さんことを請う」と。之を許し、是に因りて宗 挙げて並びに国姓を賜う。
これは代宗即位（七六二）の後、李抱玉が本貫を武威から長安へ移すことを願い出た記事である。その上奏によれば、李抱玉は 勃発 一年半が経過した至徳二年（七五 ）五月に安禄山と同姓であることを恥じ、唐朝より特別に国姓を賜与されたという。また、この上奏 受けた唐朝は、李抱玉の宗族 対しても国姓を賜与した この記事に注目した栄新江は、 安史の乱勃発後、 朝野に湧き起こった安禄山に対する嫌悪の情が、赫赫たる名声を持つ武威安氏に改姓を促すに至り、他のソグド人もこれを模倣し と説いた
25。
これに対して筆者は、李抱玉が安史の乱勃発以後、国姓賜与に至るま




長史という朔方節度使に関係する官にも任じられて るので、元来朔方軍に属して たと見られる。一方、 「宝応元従功臣」 は代宗 即位に貢献した禁軍兵士を指す。粛宗崩御の直前、張皇后が実子でない皇太子李豫の廃立を図り、宦官程元振が禁兵 射生軍を率いてこれを阻止した。 即位の後、射生軍にはその褒賞として「宝応功臣」 称号が与えられたという。このこ から、中田美絵は何遊仙が射生軍の統率者ある射生使であった可能性が高いと 摘する
32。つまり、何遊仙は粛宗の





府君諱懐直、字元秀、其先踈勒國王裴氏之族也。後徙燉煌、因為郡人焉。曽祖諱車 皇初以左威衛中郎将翊扶有功、 賜姓曹氏。祖諱鎮、左金吾将軍。父 法智、唐元功臣、左龍武大将軍、封酒泉郡公、贈開府、武威太守 …君開府之長子也。…属隴右醜虜未殄 節度使哥舒公深佇才略、尤資武毅。奏起復充討撃副使。…未幾功立、遷左清道率、賜紫金魚袋、依前充使。天寶十五年、凶逆亂華、今上幸霊武、追入宿衛 拜右龍武将軍知軍事。本諱元秀、改為懐直、實署行也。至德初、扈從歸中京 紀叙勳効、授雲麾将軍。又以統領有能、遷本
を収む） 。 」と見え、この安思順による吐蕃征討に従ったことを指すと見られる。その年代は明らかではないが、安思順は天宝十一年（七五二）に河西節度使から朔方節度使に遷っているので、それよりも前のことである。李国臣が朔方将に遷ったのも安思順に従っての異動であろう。安思順は安史の乱が起こると を解かれており（七五五
29） 、この
間に李国臣が同じ安姓の上司である安思順を差し置いて国姓を賜与されたとも考えがたいので、彼への賜姓の時期はそれよりも後、安史の乱中と見るのが妥当である。 「光弼 河陽を守るに従い」とは、 乾元二年（七五九）に唐軍の李光弼と 思明との間で争われた河陽城の攻防を指す
30。




葱嶺崛秀於西陲、歸邪耀芒於北極。…公諱文哲、字子洪、世爲靈武人焉。…公、本何國王丕之五代孫。前祖以永徽初款塞來質、附於王庭。簪纓因盛於本朝、爵賞由光於中土 …列考遊仙、皇寶應元從功臣、開府儀同三司、行靈州大都督府長史、上柱國、贈尚書右僕射。禄山僭盗、肅宗幸邊。毒志方肆於狼心、義勇共殲於梟師。葱嶺は西陲に崛秀し、帰邪は北極に耀茫す。…公諱は文哲、字は子洪、世々霊武の人為り。…公 何国王丕の五代孫なり。前祖 永徽の初めを以て塞に款して質に来 王庭に附す。簪纓因りて本朝に盛んにして、 爵賞由りて中土に光る…列考遊仙 皇の宝応元従功臣開府儀同三司・行霊州大都督府長史・上柱国、贈尚書右僕射たり。禄山僭盗するや、粛宗辺に幸す。毒志は方に狼心を肆 し、義勇は共に梟師を殲ぼさんとす。



























して起復せしめ討撃副使に充つ。…未だ幾ばくならずして功立ち、左清道率に遷り、紫金魚袋 賜 前に依りて使に充てらる 天宝十五年、凶逆華を乱すや 今上霊武に幸し、追って宿衛に入らしめ右龍武将軍知軍事 拝す。本の諱は元秀、改められて懐直と為す、実に署して行わるるなり。至徳の初め、扈従 中京に帰 や、勲効を紀叙し、雲麾将軍を授けらる。又統領に能有るを以て、本軍大将軍・上柱国に遷さる。
誌文中に曹懐直がソグド人であるとの明記はないが、曹姓はカブーダンの出身者が称したとされ、ソグド姓の一つであること、また、疏勒（カシュガル）という西域の地に系譜を求めていること、ソグド聚落が存在した敦煌の出身であること、以上の三点から福島基準に従えば 懐直はソグド人である可能姓が高いと判断される。
曹懐直の父は「唐元功臣」すなわち玄宗による韋后一派の誅殺（七一
〇）に貢献 功臣 一員 り
35、その功臣集団から編成された禁軍で
ある龍武軍の大将軍に任じられた。曹懐直自身は哥舒翰に登用されて隴右節度使麾下の討撃副使となり、吐蕃征討に従軍した。安史の乱では哥舒翰の敗北後、粛宗が逃れた霊武に赴き、龍武将軍に任じら て龍武軍を統率、長安奪回後 は父も就いた龍武大将軍 昇進した。注目すべき
48

































の宦官であり、密教僧不空の俗弟子とな てそ 布教を支えた事で知れる。安史の乱後 龍武軍の将軍に任じられた。中田は李元琮の本の姓がソグド姓の一つの史であること、安史の乱勃発前の天宝十三年（七五四）に 人と関係 深い涼州にいたこと、不空がソグド人であると見られること等から、李元琮を涼州出身のソグド人武将と見なした
42。と
ころが、近年、王連龍によって李元琮の墓誌が公 され そこに次 ようにある
43。
公諱元琮、陰山之貴族也。以功高命氏、列籍帝枝、今為隴西人也。









                    禁軍
　　
・曹懐直……

























国臣への賜名の時期は明らかではない。しかし、李志忠のような官歴に顕著な点がない人物までもが安史の乱で賜名されたとすると、李国臣への賜名も安史の乱の際でなければ、それ以前に既になされていた 見るべきである。つまり、李志忠の事例を通じて 安史の乱で唐朝を奉じて軍功を挙げた安姓のソグド に対しては、賜姓・賜名が徹底されたと推測されるのである。単に安姓 抹殺が目的である なら、嘉名の賜与まで徹底する必要は まい。唐朝の意図と 次の二点を指摘しうる。
第一に、安史陣営を意識した対外的宣伝である。 「はじめに」で述べ














ろう。しかし 自陣営のソグド人に対して唐朝は厚遇とも言える処遇をしており、彼ら 対する排斥 風潮を認めることはできない。 「李志忠墓誌」とはそのこ を如実に語る史料 のである。
むすび
安史勢力は多くの非漢人指導者に統率された遊牧部落を軍事力として











乱の際には朔方軍に属していたと考えられる。一例として、九世紀前半に河朔三鎮の一つ、魏博 節度使となった何進滔の 族を挙げる。 『旧唐書』巻一八一、何進滔伝［四六八七頁］に次のようにある。
何進滔、靈武人也。曾祖孝物、祖俊、並本州軍校。父默、夏州衙前兵馬使、檢校太子賓客、試太常卿。以進滔之貴、贈左散騎常侍。進滔客寄於魏 委質軍門、事節度使田弘正。何進 、霊武の人なり。曽祖孝物、祖俊 並びに本州軍校たり。父黙、夏州衙前兵馬使・檢校太子賓客・試太常卿たり。進滔の貴を以て左散騎常侍を贈らる。進滔魏に客寄し、質を軍門に委ね、節度使田弘正に事
つか
う。





う朔方軍管下の将校に任じられたとある。そうであれば、この一族は安史の乱では朔方軍 武人として唐軍に従軍し ろう。 よう



























































































































































































 二〇一六「絲綢之路青海道上的粟特人─従看「康令惲墓誌」鄯州西平康氏一族─」栄新江・羅豊主編『粟特人在中国─考古発現与出土文献的新印証』科学出版社（北京） 、一一六─一三一頁。 『東部ユーラシアのソグド人』一九〇 二二頁に日本語版再録。



















森部二〇〇八、一五 頁、注（ 七） 。
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中田二〇〇七。山下二〇一 、七 八頁。福島二〇 六 一 九 二六頁。
19　
林二〇〇九、七 ─七四 八四 八六頁。陳 、 三 ─三四頁。ただし、林が、粛宗朝において羽林軍が哥舒翰配下の郭英乂と李抱玉によって相次いで掌握されたと説く（ 六頁）のには賛同できない。山下二〇一八、四三─四七頁参照。












中田二〇〇七。福島二〇一六、一一九─二六頁。なお、中田は哥舒翰配下のソグド人武将として他にも羅伏磨と辛雲京という人物を挙げるが、羅姓は漢人・鮮卑人の他はトハリスタン出身のバクトリア人が称した姓であると 指摘があり（福 八ｂ） 、また辛雲京はソグド人と認定できる要素に乏しく、本稿では除外した。
52　
栄二〇〇三、一一一─一六頁 森部 〇 。
53　
森部一九九七、一三九頁および二〇〇八、一六 ─六八頁。栄二〇〇三、一一二頁。何弘敬墓誌は咸通六年（八六五）刻。 『氣賀澤目録』一 九八二番。
54　
森部二〇〇八。一六六─六八頁。
55　
森部二〇一二、一 ─二五頁。山下二〇一一、四─ 頁
56　
中田二〇〇九、五〇─五一頁および五八頁注（一六） 。
